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とするr.衝突後の様子を調べると摂動の2次のオー ダ ーで,kinkの中心がシフ トすることが
















































に書きかえられる｡ 最後に低温展開 (phononの振幅に関す る･摂動 ) によって遅延抵抗関数
γ(i)を計算 した｡特にγ(i)のFourie工Laplace変換のQ,-0の極限は







/MI'(aF 0)は成立しないo (M- 2¢喜/3d:Kinkの質量 )そのため,2次のシフトによる








える｡a,→0の極限では,Einsteinの関係 D(a,-o)- kBT/MT(a,-0)∝T-1が成 り立っ O












7) この方法は,colective coordinatemethodと呼ばれる｡ ReviewとしてR.Jackiw,Rev.
Mod.Phys.49(1977),681･
8) H.Mori,Frog.Theor.Phys.33(1965),423.
-4561
